
『見守りをデザインする』を読んで
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■『見守りをデザインする』を読んで教えられたいくつかのポイント

１）見守り支援機器の功罪

２）見守りのあり方の経時的変化

３）見守りとプライバシー／「公私の領域」のとらえ方

４）見守りの「主体」と「客体」のさまざまな関係

■見守りを検討すべきいくつかの場面：個人的な体験から

１）時間経過に伴う「看護り」のかたちの変化：最近の入院体験から

２）性的マイノリティの見守りとプライバシー：男女共用トイレの適正配置の検討から

３）過疎空間における「見守り」：農村計画学会参加と中山間村農家民宿泊の体験から
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見守り支援機器の功罪

■『見守りをデザインする』を読んで教えられたいくつかのポイント(1)

場所 機器 メリット ディメリット

Ch2 近隣・地域 GPS、携帯電話 保護者の安心感⇒移動自由性を拡大を許容 異変にすぐ対応できない

移動自由性拡大⇒子どもの心身の健康を育む 実際に居る場所に無関心になる

Ch3 障害者支援施設 見守り支援機器 夜勤職員の見回りの効率化

夜勤職員の突発事象の際のストレスの緩和

入居者の睡眠が邪魔されない

睡眠データ記録で支援状況確認

投薬など長期的な「見守り」につながる

Ch4 高齢者施設 見守り支援機器 夜間の見回りの廃止 直接接触の機会減少⇒コミュニケーション減

入居者の睡眠が邪魔されない 一方向の見守りの非対称性が強化される

入居者の急変時に対応する準備ができる

モニタリングデータ記録で支援状況確認

Ch5 PFI刑務所 遠隔監視 効率的で厳重な監視が可能

受刑者に主体性を持ちつつ自制的行動を促す

Ch7 まち 監視カメラ 犯罪の抑制 プライバシー・監視されることの慣れ

無意識のうちに行動を制限・規定

Ch8 賃貸マンション 見守りシステム 不審死のリスク回避

かくれた
見守られ対象

夜勤職員

介護職員

大家さん

＊PFI（Private Finance Initiative）： 公共施設等の建設・維持管理・運営等において民間の資金やノウハウを活用する手法
＊Ch8：座談会



0～1歳 2～3歳 3・4～歳 2年生末 3年生 6年生

行動圏

家庭内空間 Ch1

近隣・地域 Ch2
半数以上が公共交通利用

９割が付き添いなしで公園で遊ぶ

学区内移動は自由

危険なモノをあらかじめ撤去／囲う

行動範囲の制限と明示

危ない場所をその都度注意

移動自由性の拡大

見守り負担の増大

自由度の拡大

子どもの許容される行動圏の経時変化

物理的な行動限定

見守り支援機器による安心感が移動自由性の拡大を可能にする

見守りのあり方の経時的変化

■『見守りをデザインする』を読んで教えられたいくつかのポイント(２)



Private

Public

自律

社会的依存

明確な意思表示の困難な重度障害者

子どもとのGPS位置情報の共有 Ch2

見守りとプライバシー／「公私の領域」のとらえ方

状況によって変動

福祉・医療の社会化による公私領域の変容
（住宅への医療の浸透）Ch8

「居室」への視覚的アクセス Ch3

■『見守りをデザインする』を読んで教えられたいくつかのポイント(３)

中間領域

社会的依存度が高いほど、公私の境界が固定的でなくなる



「ながら」見守り
見守られる側の自主・自律

一方向の見守り 一緒に見守る共同注意 Ch4

人が「見る」のではなく
「居る」ことで安心でき
る場所と感じられる Ch7

時間的な幅をもった体験による場所の認知ある瞬間の「見る・見られる」の視覚的関係

見守りの「主体」と「客体」のさまざまな関係

環境視
Ambient vision

焦点視
Focal vision

周辺視
Peripheral vision

（三項関係）

見守り支援機器によるつながり
空間的分離

■『見守りをデザインする』を読んで教えられたいくつかのポイント(４)

主客の逆転:「介護者が見守っている」
ことを高齢者は見守っている Ch4

「ナナメ」
「タテ」

「ヨコ」

「主体」と「客体」の人間関係

ナナメの関係が子どもに自主的・
自律的行動を促す Ch５



手術 生理モニター
取り外し

薬剤の点滴
投与終了

看護師との
会話の増加

理学療法士との
会話と身体接触

退院

デイルーム利用

会話による心理的ケア   

機器による生命体の維持

リハビリによる活動性の回復

行動の自由度

行動の限定度

酸素吸入終了

時間経過に伴う「看護り」のかたちの変化：最近の入院体験から

手術後の時間経過に伴う「看護り」の変化

み まも

自力でトイレへ

流動食

■見守りを検討すべきいくつかの場面：個人的な体験から（１）

語り口の変化

見守る対象の変化に応じて見守り方も変える必要がある！



性的マイノリティの見守りとプライバシー：
男女共用トイレの適正配置の検討から

• 高速道路サービスエリアのトイレの配置計画に関わる

• 従来のトイレ棟と商業を分離した配置から合体した配置へ

• トイレ入口まわりのデザインの検討

• LGBTQ＋による利用を考慮した共用トイレの設置の普及

■見守りを検討すべきいくつかの場面：個人的な体験から（２）

（作画：千葉大学 鈴木弘樹研究室）

従来のトイレ棟と商業を分離した配置 トイレ棟と商業を合体した配置

共用トイレを伝えるNHKの朝のニュース



男女共用トイレの適正配置の検討

共用トイレ

男子トイレ

女子トイレ

視線 動線 選択位置

• 視線と動線の観点から共用トイレの位置を検討

• 「利用を知られたくない」と「自然監視による安全性」のジレンマ

■見守りを検討すべきいくつかの場面：個人的な体験から（２）

配置の検討例

マイノリティ

マジョリティ

マイノリティの「非二元的」公私の境界



過疎空間における「見守り」：
農村計画学会参加と中山間村農家民宿泊の体験

農村計画学会大会＠山形大学の企画セッションの様子

• 農山村地域における犯罪と対策の実態報告
• 犯罪はもともと都市の問題
• 都市の環境デザインを通した防犯の理論は農村

に適用可能か？

■見守りを検討すべきいくつかの場面：個人的な体験から（３）

• 海外の「農村犯罪学」ジャーナル

日本における「農村犯罪学」の可能性

人口減少社会での町に人が居ない Ch7
中山間村ではさらに深刻

自然監視が困難な過疎空間における見守りは？

雨宮護氏による農村計画学会企画セッション



過疎空間における「見守り」：中山間村農家民宿泊の体験

廃校となった小中学校の校庭に残る二宮金次郎像

■見守りを検討すべきいくつかの場面：個人的な体験から（３）

プレツアーで訪れた飯豊町 山間地区の人口ピラミッド

人に見守られなくなった棚田など中山間地の廃村は大きな災害を引き起こしかねないことを実感した 。

「人新生」で変容した自然は「見守り」が必要！



まとめ

■『見守りをデザインする』を読んで教えられたいくつかのポイント

１）見守り支援機器の功罪 ⇒かくれた見守られ対象

２）見守りのあり方の経時的変化 ⇒子どもの許容される行動圏の変化

３）見守りとプライバシー／「公私の領域」のとらえ方   ⇒社会的依存度と公私の境界

４）見守りの「主体」と「客体」のさまざまな関係 ⇒視覚的／場の認知／空間的分離／人間関係

■見守りを検討すべきいくつかの場面：個人的な体験から

１）時間経過に伴う「看護り」のかたちの変化：最近の入院体験から

⇒見守る対象の変化に応じた見守り方

２）性的マイノリティの見守りとプライバシー：男女共用トイレの適正配置の検討から

⇒マイノリティの公私の境界

３）過疎空間における「見守り」：農村計画学会参加と中山間村農家民宿泊の体験から

⇒ 「人新生」で変容した自然の「見守り」
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